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日
本
漢
詩
壇
が
と
ら
え
た
丁
汝
昌
の
降
伏
と
自
害

―
森
槐
南
・
勝
海
舟
を
中
心
に
―

フ
ァ
ン
ダ
ム　

ト
ム

キ
ー
ワ
ー
ド
：
日
清
戦
争
／
日
本
漢
詩
壇
／
丁
汝
昌

一
、
は
じ
め
に

近
代
日
本
初
の
対
外
戦
争
で
あ
る
日
清
戦
争
は
、
そ
の
展
開
が
日
本
の
国
民
に
広
く
注
目
さ
れ
た
。
新
聞
や
雑
誌
な
ど
、
文
明
開
花
に

よ
っ
て
普
及
し
た
媒
体
で
、
あ
ら
ゆ
る
情
報
が
大
量
に
報
道
さ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
戦
争
が
勃
発
す
る
や
否
や
、
朝
鮮
半
島
で
の
勝

利
を
は
じ
め
清
国
の
軍
隊
を
次
々
と
倒
し
た
こ
と
で
、
日
本
の
マ
ス
コ
ミ
は
清
国
に
対
し
て
ま
す
ま
す
軽
蔑
的
に
な
り
、
戦
況
の
み
な
ら

ず
清
国
の
政
治
家
、
軍
人
な
ど
を
揶
揄
す
る
文
章
も
多
く
書
か
れ
た
。

し
か
し
な
が
ら
日
清
戦
争
の
前
後
で
一
貫
し
て
肯
定
的
に
評
価
さ
れ
た
人
物
が
い
る
。
北
洋
艦
隊
の
提
督
丁
汝
昌
で
あ
る
。
李
鴻
章
の

愛
弟
子
の
一
人
で
あ
る
丁
汝
昌
は
、
北
洋
艦
隊
の
一
員
と
し
て
一
八
八
六
年
と
一
八
九
一
年
の
二
度
訪
日
し
て
お
り
、
多
く
の
日
本
人
に

と
っ
て
も
馴
染
み
深
い
人
物
で
あ
っ
た
。
日
清
戦
争
が
一
八
九
四
年
に
開
戦
し
た
際
は
提
督
と
し
て
艦
隊
を
率
い
、
鴨
緑
江
の
河
口
で
あ
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る
大
東
溝
で
日
本
軍
と
初
め
て
交
戦
し
た
。
そ
こ
で
は
日
本
軍
の
旗
艦
の
砲
撃
を
受
け
て
負
傷
し
た
上
、
軍
艦
五
隻
を
失
い
、
旅
順
の
戦

い
を
躱
し
て
本
部
の
威
海
衛
に
逃
亡
し
た
。
こ
れ
ま
で
無
敵
を
誇
っ
た
北
洋
艦
隊
が
日
本
軍
に
惨
敗
し
た
こ
と
か
ら
清
の
朝
廷
は
丁
汝
昌

を
弾
劾
し
よ
う
と
し
た
が
、
李
鴻
章
が
彼
を
庇
護
し
、
地
位
を
保
証
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
翌
年
一
月
、
日
本
の
連
合
艦
隊
が
威
海
衛
に

出
征
し
、
第
二
軍
が
二
十
六
日
に
栄
城
を
占
領
、
三
十
日
に
北
と
南
の
要
塞
を
同
時
に
攻
め
、
二
月
二
日
に
威
海
市
を
占
領
し
た
。
丁
汝

昌
は
北
洋
艦
隊
の
海
軍
基
地
劉
公
島
か
ら
の
援
軍
を
待
っ
て
い
た
が
来
ず
、「
来
遠
」
と
「
威
遠
」
の
二
隻
が
沈
没
。
十
二
日
ま
で
粘
っ

た
も
の
の
降
伏
を
決
断
し
、
ア
ヘ
ン
の
過
剰
摂
取
に
よ
り
自
害
し
た
。

日
本
の
マ
ス
コ
ミ
は
こ
う
し
た
彼
の
悲
劇
を
広
く
取
り
上
げ
、
そ
の
生
き
ざ
ま
を
賞
賛
し
た
。
金
山
泰
志
は
日
清
戦
争
前
後
の
児
童
雑

誌
の
中
国
観
に
関
す
る
研
究
で
、
清
の
人
物
の
評
価
が
圧
倒
的
に
否
定
的
で
あ
る
中
、
唯
一
丁
汝
昌
だ
け
が
肯
定
的
に
評
価
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
統
計
か
ら
明
ら
か
に
し
た
）
1
（

。
ま
た
、
シ
ョ
ー
ン
・
オ
ラ
イ
リ
ー
は
丁
汝
昌
の
み
が
日
本
新
聞
報
道
で
賞
賛
さ
れ
た
要
因
を
「
強
敵

の
レ
ト
リ
ッ
ク
」
に
由
来
す
る
も
の
と
し
て
い
る
）
2
（

。「
強
敵
の
レ
ト
リ
ッ
ク
」
と
は
、
自
分
を
よ
く
見
せ
る
た
め
に
敵
を
肯
定
的
に
描
く

こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
手
の
ひ
ら
を
返
す
よ
う
に
賞
賛
さ
れ
た
丁
汝
昌
の
武
勇
は
、
実
の
と
こ
ろ
日
本
帝
国
軍
を
賞
賛
す
る
目
的
で
取
り

上
げ
ら
れ
、
日
本
国
の
勝
利
の
象
徴
と
し
て
彼
の
死
が
神
格
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

で
は
、
日
本
の
漢
詩
人
た
ち
は
丁
汝
昌
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
た
だ
ろ
う
か
。
児
童
雑
誌
や
新
聞
報
道
と
同
様
の
こ
と
が
言
え
る
の
だ

ろ
う
か
。
日
本
の
報
道
媒
体
に
は
日
清
戦
争
に
関
す
る
文
学
作
品
も
数
多
く
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
と
り
わ
け
戦
争
報
道
雑
誌
『
日
清
戦
争

実
記
』
の
「
文
苑
」
と
い
う
文
学
欄
に
は
多
く
の
丁
汝
昌
に
関
す
る
漢
詩
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
当
時
の
言
論
状
況
に
鑑
み
れ
ば
、
漢
詩

壇
に
お
い
て
も
「
強
敵
の
レ
ト
リ
ッ
ク
」
の
文
脈
の
も
と
で
、
丁
汝
昌
の
降
伏
・
自
害
が
描
か
れ
た
こ
と
は
大
い
に
考
え
う
る
。
だ
が
、

果
た
し
て
そ
う
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
か
ら
本
論
文
で
は
数
多
あ
る
丁
汝
昌
を
主
題
と
し
た
作
品
の
う
ち
、
特
に
森
槐
南
と

勝
海
舟
の
作
品
を
取
り
上
げ
分
析
を
行
う
。
彼
ら
の
作
品
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
漢
詩
壇
が
丁
汝
昌
の
自
害
を
い
か
に
と
ら
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え
、
描
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

二
、
日
清
戦
争
時
の
日
本
漢
詩
壇
と
丁
汝
昌

日
清
戦
争
と
日
本
の
漢
詩
ブ
ー
ム
の
時
期
が
重
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
丁
汝
昌
に
限
ら
ず
日
清
戦
争
に
関
す
る
多
く
の
漢
詩
が
残
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
中
心
的
な
人
物
が
森
槐
南
と
そ
の
弟
子
野
口
寧
斎
で
あ
る
。
森
槐
南
は
交
友
範
囲
の
広
い
人
物
で
、
伊
藤
博
文
、
三
条

実
美
な
ど
の
有
力
な
政
治
家
に
愛
顧
を
受
け
て
官
僚
と
し
て
も
活
躍
し
た
。
野
口
寧
斎
も
若
手
漢
詩
人
で
あ
り
な
が
ら
詩
壇
の
中
心
に
位

置
し
、
戦
中
は
主
に
新
聞
、
戦
争
報
道
雑
誌
で
作
品
を
発
表
し
、
戦
後
、
日
清
戦
争
を
題
材
と
し
た
詩
集
『
大
纛
余
光
』
を
編
纂
し
た
）
3
（

。

こ
の
詩
集
に
は
伊
藤
博
文
、
山
形
有
朋
、
乃
木
希
典
、
副
島
種
臣
、
そ
し
て
勝
海
舟
な
ど
の
作
品
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
当
時
の
文
学
界

に
お
け
る
漢
詩
の
存
在
感
と
、
森
と
野
口
の
人
脈
の
広
さ
が
う
か
が
い
知
れ
る
作
品
集
で
あ
る
。
こ
の
作
品
集
に
は
日
本
軍
の
士
気
を
鼓

舞
す
る
内
容
が
多
く
、
清
に
対
す
る
敵
愾
心
も
頻
繁
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
佐
谷
真
木
人
が
「
国
民
の
誕
生
」
の
瞬
間
と
位
置
づ
け
た
日

新
戦
争
期
に
は
、
日
本
の
漢
詩
壇
も
国
家
の
た
め
に
団
結
し
、「
国
民
」
と
し
て
積
極
的
に
戦
争
に
か
か
わ
り
を
持
と
う
と
し
て
い
た
の

で
あ
る
）
4
（

。
野
口
は
戦
時
中
を
回
顧
し
な
が
ら
「
私
は
明
治
以
降
の
詩
運
は
、
或
は
此
時
が
絶
頂
で
は
な
い
か
と
想
像
し
た
く
ら
い
で
し

た
」
と
述
べ
て
い
る
）
5
（

。

当
時
日
本
漢
詩
壇
に
は
丁
汝
昌
と
面
識
が
あ
っ
た
人
は
少
な
く
な
か
っ
た
。
丁
汝
昌
が
一
八
九
一
年
に
北
洋
艦
隊
で
来
日
し
た
際
、
榎

本
外
務
大
臣
か
ら
重
要
人
物
と
し
て
歓
迎
さ
れ
た
。
榎
本
外
務
大
臣
は
丁
汝
昌
一
行
の
た
め
に
東
京
の
小
石
川
後
楽
園
で
宴
席
を
設
け

た
。
日
本
側
は
有
栖
川
威
仁
親
王
、
陸
海
軍
の
将
官
、
新
聞
記
者
、
お
よ
び
亜
細
亜
協
会
員
な
ど
、
合
わ
せ
て
九
十
人
が
出
席
し
た
）
6
（

。
日

本
漢
詩
壇
に
は
亜
細
亜
協
会
の
会
員
が
多
く
、
漢
詩
人
の
依
田
学
海
、
三
島
中
洲
、
宮
島
誠
一
郎
（
栗
香
）、
亀
谷
省
軒
な
ど
が
参
加
し
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た
と
考
え
ら
れ
る
。

依
田
学
海
は
、
丁
汝
昌
の
こ
と
を
述
べ
た
漢
詩
の
題
の
な
か
で
丁
汝
昌
と
の
交
流
を
次
の
よ
う
に
回
想
す
る
。「
聞
王
師
拔
威
海
、
清

水
師
提
督
丁
汝
昌
自
殺
。
距
今
五
年
、
下
率
艦
隊
来
東
京
。
外
相
榎
本
子
宴
之
小
石
川
後
楽
園
。
余
亦
与
焉
。
贈
以
古
体
一
篇
。
今
聞
其

殉
節
、
為
惆
然
。（
私
は
日
本
軍
が
威
海
衛
を
破
っ
た
と
き
に
丁
汝
昌
が
自
殺
し
た
と
聞
い
た
。
五
年
前
に
、
彼
は
北
洋
艦
隊
を
率
い
て

東
京
に
来
た
。
外
相
榎
本
子
爵
が
小
石
川
後
楽
園
で
宴
会
を
設
け
た
。
私
も
参
席
し
、
丁
汝
昌
に
古
詩
を
贈
っ
た
。
今
、
彼
が
国
の
為
に

殉
じ
た
の
を
聞
き
、
悲
し
み
に
く
れ
て
い
る
。
）
7
（

）」。
ま
た
、
宮
島
栗
香
も
漢
詩
の
「
吊
丁
禹
廷
提
督
」
で
「
当
年
深
契
非
徒
事
、
猶
記
連

吟
紅
葉
楼
」（
当
時
の
深
い
友
情
は
た
だ
事
で
は
な
か
っ
た
。
紅
葉
楼
で
一
緒
に
連
吟
し
た
こ
と
今
で
も
記
憶
に
残
っ
て
い
る
。
）
8
（

）」
と
丁

汝
昌
と
の
出
会
い
を
感
慨
深
く
振
り
返
っ
て
い
る
。
彼
ら
が
丁
汝
昌
と
親
密
な
関
係
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
驚
く
べ
き
こ
と
で
は
な
い
。

明
治
二
十
年
代
か
ら
、
日
本
の
漢
詩
人
は
日
本
に
滞
在
す
る
清
の
外
交
官
、
文
人
な
ど
と
宴
会
な
ど
の
形
で
詩
の
交
流
を
頻
繁
に
行
っ
て

い
た
の
で
あ
る
。

丁
汝
昌
と
最
も
親
し
か
っ
た
日
本
人
と
し
て
は
、
同
じ
く
長
年
海
軍
に
従
事
し
て
い
た
勝
海
舟
が
あ
げ
ら
れ
る
。
勝
海
舟
は
丁
汝
昌
の

訪
日
の
際
に
赤
坂
氷
川
に
あ
る
自
宅
に
彼
を
招
い
た
こ
と
も
あ
る
。
自
伝
の
『
氷
川
清
話
』
で
も
丁
汝
昌
と
の
友
情
に
つ
い
て
語
っ
て
お

り
、「
丁
汝
昌
は
、
お
れ
が
海
外
の
一
知
己
だ
が
、
日
清
戦
争
の
と
き
と
う
と
う
自
殺
し
て
し
ま
っ
た
。
当
時
、
お
れ
は
今
昔
の
感
に
堪

へ
ず
、
か
う
い
ふ
詩
を
作
っ
た
。　

併
し
平
仄
な
ど
は
、
無
茶
だ
ヨ
」
と
述
べ
て
い
る
）
9
（

。
ま
た
当
時
『
日
清
戦
争
実
記
』
に
投
稿
し
た
自

作
の
漢
詩
も
そ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
）
10
（

。

二
月
十
七
日
、
聞
旧
知
清
国
水
師
提
督
丁
汝
昌
自
殺
之
報
、
我
深
感
君
之
心
中
果
決
無
私
、
亦
嘉
従
容
不
誤
其
死
期
、
嗟
嘆
数
時
作

蕪
詩
、
慰
其
幽
魂
（
二
月
十
七
日
に
旧
知
で
あ
る
清
国
の
水
師
提
督
丁
汝
昌
が
自
殺
し
た
と
の
報
を
聞
き
、
彼
の
決
意
の
無
私
で
あ
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る
こ
と
に
深
く
心
動
か
さ
れ
、
ま
た
悠
然
と
し
て
死
に
時
を
誤
ら
な
か
っ
た
の
は
見
事
で
あ
る
と
感
じ
入
っ
た
。
し
ば
し
嘆
く
と
、

拙
い
詩
を
作
り
、
彼
の
幽
魂
を
慰
め
る
こ
と
と
し
た
）

憶
曾
訪
我
居　
　
　

彼
が
我
が
家
を
訪
ね
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る

一
剣
表
心
裏　
　
　

そ
の
剣
に
は
真
心
が
表
さ
れ
る

委
命
甚
義
烈　
　
　

運
命
に
任
せ
て
命
を
捧
げ
る
こ
と
は
甚
だ
高
潔
で 

懦
夫
為
君
起　
　
　

懦
弱
な
者
た
ち
も
、
あ
な
た
の
為
に
立
ち
上
が
る

我
将
識
量
大　
　
　

我
が
軍
の
将
官
は
度
量
が
大
き
く

万
卒
皆
免
死　
　
　

多
く
の
兵
士
が
さ
い
わ
い
に
も
死
を
逃
れ
た

心
血
濺
渤
海　
　
　

あ
な
た
の
心
血
は
（
北
洋
艦
隊
が
戦
っ
た
）
渤
海
に
注
が
れ
た

双
美
熙
青
史　
　
　

二
人
の
美
し
い
行
為
が
歴
史
に
輝
く

「
我
将
」
は
日
本
軍
の
指
揮
官
伊
東
祐
享
を
指
す
。
伊
東
は
丁
汝
昌
の
友
人
で
あ
り
、
戦
い
の
際
に
丁
に
降
伏
を
勧
め
た
。
そ
の
結
果
、

多
く
の
兵
の
命
が
助
か
っ
た
。

本
詩
が
述
べ
る
よ
う
に
、
勝
海
舟
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
の
漢
詩
人
に
と
っ
て
丁
汝
昌
は
敵
国
軍
人
で
あ
り
な
が
ら
、
親
愛
の
情
と
尊

崇
の
念
を
抱
き
う
る
存
在
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
、
報
道
記
事
な
ど
に
見
ら
れ
る
丁
汝
昌
像
と
は
一
線
を
画
し
て
い
よ
う
。
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三
、
日
本
の
漢
詩
壇
が
と
ら
え
た
丁
汝
昌
と
そ
の
自
害

丁
汝
昌
が
自
死
を
遂
げ
た
情
報
が
日
本
で
報
じ
ら
れ
る
と
、
彼
の
死
を
弔
う
作
品
が
『
日
清
戦
争
実
記
』
に
掲
載
さ
れ
始
め
た
。
一
八

九
五
年
三
月
に
出
版
さ
れ
た
二
十
号
に
は
森
槐
南
の
七
言
古
詩
「
聞
丁
禹
亭
死
，
雖
我
公
敵
，
不
能
不
詩
以
弔
之
（
丁
汝
昌
が
死
ん
だ
こ

と
を
聞
き
、
我
々
の
敵
と
い
え
ど
も
、
詩
に
よ
っ
て
弔
わ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
）
）
11
（

」
が
掲
載
さ
れ
る
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
一
時
的

な
「
漢
詩
創
作
に
お
け
る
丁
汝
昌
ブ
ー
ム
」
が
起
き
た
。
槐
南
の
作
品
に
み
ら
れ
る
降
伏
・
自
害
に
対
す
る
評
価
、
丁
汝
昌
を
英
雄
視

し
、
特
別
視
す
る
点
な
ど
は
こ
れ
以
後
の
『
日
清
戦
争
実
記
』
に
掲
載
さ
れ
る
詩
に
も
頻
繁
に
見
ら
れ
、
こ
の
詩
が
漢
詩
壇
に
お
い
て
一

つ
の
模
範
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。

全
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

戦
弗
能
利
斯
死
耳　
　
　

戦
が
首
尾
よ
く
い
か
な
け
れ
ば
死
ぬ
し
か
な
い

兵
弗
能
救
便
降
矣　
　
　

兵
士
の
命
を
救
え
な
け
れ
ば
降
伏
す
る
し
か
な
い

降
而
就
義
何
從
容　
　
　

投
降
し
て
義
に
殉
じ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
な
ん
と
落
ち
着
い
て
い
る
こ
と
か

誰
人
不
惜
軍
門
死　
　
　

誰
も
軍
門
に
死
ぬ
こ
と
を
惜
し
み
は
し
な
い

王
師
破
竹
勢
莫
當　
　
　

帝
王
の
軍
隊
の
破
竹
の
勢
い
は
誰
も
止
め
ら
れ
な
い

庸
知
所
恃
非
金
湯　
　
　

ど
う
し
て
わ
か
ろ
う
か
、（
清
の
）
防
衛
力
は
鉄
壁
で
は
な
か
っ
た
こ
と

可
憐
滿
漢
水
火
裏　
　
　

嘆
か
わ
し
い
こ
と
に
、
満
と
漢
の
民
族
は
水
と
油
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曾
無
半
箇
丁
劉
張　
　
　

丁
（
汝
昌
）、
劉
（
歩
蟾
）、
張
（
文
宣
）
の
半
分
の
才
能
を
持
つ
人
も
い
な
い

劉
公
祠
下
濤
嗚
唈　
　
　

劉
公
の
祠
の
下
で
波
が
悲
し
げ
に
歌
う

月
黑
水
犀
吞
恨
入　
　
　

月
の
見
え
な
い
夜
に
水
犀
（
水
軍
を
さ
す
）
は
恨
み
を
呑
ん
で
沈
む

他
時
祭
爾
環
翠
樓　
　
　

い
つ
か
環
翠
樓
に
ま
つ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う

四
山
風
雨
魂
夜
泣　
　
　

山
々
の
雨
風
の
音
は
そ
の
魂
の
す
す
り
泣
き

こ
の
作
品
で
は
冒
頭
か
ら
第
四
句
ま
で
、
丁
汝
昌
と
そ
の
態
度
に
つ
い
て
述
べ
る
。「
死
ぬ
」
こ
と
、「
降
伏
す
る
」
こ
と
は
一
般
的
に

卑
怯
な
行
い
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
こ
こ
で
槐
南
は
丁
が
自
ら
の
死
を
前
に
し
て
、
度
量
の
深
さ
を
感
じ
さ
せ
る
振
る
舞
い
を
し

た
の
だ
ろ
う
想
像
す
る
。
降
伏
は
彼
の
統
治
下
の
兵
士
の
命
を
確
保
す
る
た
め
で
あ
り
、
自
害
は
そ
れ
ま
で
に
命
を
落
と
し
た
部
下
へ
の

償
い
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
丁
の
無
私
無
欲
な
行
動
で
あ
る
と
し
て
評
価
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

同
様
の
表
現
は
他
の
詩
人
の
作
品
に
も
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
亀
谷
省
軒
の
「
丁
提
督
」
に
は
「
一
死
答
君
君
休
嗔
、
健
兒
脫
死
四
千

人
（
一
死
を
も
っ
て
皇
帝
に
答
え
た
か
ら
に
は
、
皇
帝
よ
怒
り
を
鎮
め
た
ま
え
、
健
や
か
な
若
い
兵
卒
の
四
千
人
の
命
が
救
わ
れ
た
の
だ

か
ら
）
）
12
（

」
と
あ
り
、
本
田
種
竹
の
長
編
七
言
古
詩
「
丁
將
軍
歌
」
に
は
「
白
馬
終
呈
喋
血
盟
、
此
事
似
怯
実
不
怯
、
捐
躯
直
将
代
萬
姓
、

槍
残
弾
竭
其
如
何
（
白
馬
に
乗
る
使
者
が
つ
い
に
流
血
を
止
め
る
同
盟
を
提
案
し
た
、
そ
れ
は
ふ
が
い
な
い
こ
と
に
見
え
る
が
実
は
そ
う

で
は
な
い
。
彼
は
身
を
捧
げ
る
こ
と
で
多
く
の
民
の
命
を
助
け
た
。
銃
も
弾
も
尽
き
た
た
め
、
も
は
や
な
す
術
も
な
か
っ
た
の
だ
）
）
13
（

」
と

あ
る
。
他
に
も
多
く
の
例
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
森
槐
南
に
よ
る
丁
汝
昌
の
降
伏
・
自
害
に
対
す
る
評
価
は
他
の
漢
詩
人
に
も
広
く
共
有
さ

れ
て
い
た
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

丁
汝
昌
の
度
量
の
深
さ
を
具
体
的
に
描
写
し
た
森
槐
南
「
聞
丁
禹
亭
死
…
…
」
詩
の
第
三
・
第
四
句
「
降
而
就
義
何
従
容
、
誰
人
不
惜
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軍
門
死
」
は
中
国
南
宋
の
文
天
祥
や
岳
飛
の
よ
う
な
国
を
守
る
た
め
に
身
を
捧
げ
た
民
族
英
雄
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
。
第
三
句
の
「
就
義

從
容
（
ゆ
っ
た
り
と
落
ち
着
い
て
正
義
の
為
に
身
を
投
げ
出
す
）」
と
い
う
慣
用
句
は
文
天
祥
が
牢
獄
で
処
刑
を
余
裕
を
持
っ
て
受
け
入

れ
た
有
名
な
場
面
と
重
な
り
）
14
（

、
第
四
句
は
岳
飛
の
名
言
「
武
臣
不
惜
死
（
武
臣
は
死
を
惜
し
ま
な
い
）」
を
連
想
さ
せ
る
）
15
（

。
つ
ま
り
、
森

槐
南
に
と
っ
て
丁
汝
昌
は
歴
史
に
名
を
遺
し
た
英
雄
と
同
様
の
死
を
遂
げ
た
人
物
で
あ
っ
た
の
だ
。

こ
れ
ら
の
表
現
も
ま
た
、
他
の
詩
人
の
作
品
に
類
似
し
た
表
現
が
み
ら
れ
る
。
依
田
学
海
は
前
掲
の
「
聞
王
師
抜
威
海
…
…
」
で
「
不

忍
無
辜
伏
斧
鑕
、
従
容
請
免
吾
事
畢
、
一
死
殉
國
真
丈
夫
、
其
心
可
以
誓
天
日
（
無
実
な
の
に
斬
首
の
斧
で
斬
ら
れ
る
の
は
耐
え
が
た
い

が
、「
吾
が
事
畢
れ
り
」
と
落
ち
着
い
て
自
分
の
宿
命
を
受
け
入
れ
た
。
国
の
為
に
自
ら
の
身
を
捧
げ
た
立
派
な
男
子
、
そ
の
心
は
天
に

も
太
陽
に
も
誓
っ
て
恥
じ
る
と
こ
ろ
が
な
い
）
）
16
（

」
と
し
、「
吾
が
事
畢
れ
り
」
と
刑
吏
に
告
げ
た
文
天
祥
の
決
心
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
川
北
梅
山
は
「
哀
哉
一
死
代
三
軍
（
悲
し
い
か
な
、
一
死
も
て
三
軍
に
代
う
）」
で
「
畢
竟
取
敗
果
誰
罪
、
君
不
聞
文
臣
不
愛

錢
、 

武
臣
不
惜
死
、
武
穆
之
言
炳
青
史
（
敗
北
は
つ
ま
る
と
こ
ろ
誰
の
せ
い
だ
ろ
う
。
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
か
、
文
臣
銭
を
愛
せ
ず
武
将

死
を
惜
し
ま
ず
、
武
穆
（
岳
飛
）
の
名
言
は
歴
史
に
輝
い
て
い
る
）
）
17
（

」
と
直
接
的
に
岳
飛
の
言
葉
を
引
き
合
い
に
出
し
、
丁
汝
昌
が
「
岳

飛
」
の
教
え
に
従
い
、「
武
臣
」
と
し
て
の
使
命
を
果
た
し
た
と
表
現
し
た
。

森
槐
南
は
「
聞
丁
禹
亭
死
…
…
」
詩
の
冒
頭
で
、
過
去
の
英
雄
に
擬
え
て
丁
汝
昌
の
静
か
な
る
決
意
を
描
写
し
た
。
し
か
し
、
勢
い
止

ま
ぬ
日
本
軍
の
姿
を
表
す
二
句
「
王
師
破
竹
勢
莫
當
、
庸
知
所
恃
非
金
湯
」
が
挟
ま
れ
る
。
当
時
の
漢
詩
壇
が
日
清
戦
争
を
題
材
に
愛
国

心
を
表
現
す
る
の
は
自
然
な
こ
と
で
あ
る
が
、
注
目
す
べ
き
は
そ
の
後
に
続
く
二
句
「
可
憐
滿
漢
水
火
裏
、
曾
無
半
箇
丁
劉
張
」
と
の
つ

な
が
り
で
あ
る
。
槐
南
は
、
団
結
し
破
竹
の
勢
い
の
日
本
軍
に
対
し
て
、
水
と
油
の
よ
う
に
分
裂
し
た
清
軍
を
引
き
合
い
に
出
す
。
そ

し
て
丁
汝
昌
、
彼
と
共
に
殉
死
し
た
劉
歩
蟾
と
張
文
宣
の
三
者
の
名
を
改
め
て
挙
げ
、
清
軍
が
彼
ら
に
背
負
わ
せ
た
重
責
を
強
調
し
て
い

る
。
つ
ま
り
、
こ
の
詩
が
清
軍
で
は
な
く
、
丁
汝
昌
ら
個
人
に
手
向
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
作
中
で
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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丁
汝
昌
は
こ
れ
ま
で
日
本
国
内
で
も
「
英
雄
」、「
大
丈
夫
」
な
ど
と
形
容
さ
れ
て
き
た
が
、
他
の
将
官
、
政
治
家
な
ど
は
決
し
て
彼
の

よ
う
に
肯
定
的
に
描
か
れ
な
か
っ
た
。
村
上
鴻
南
は
「
弔
丁
汝
昌
」
で 「
巾
幗
軍
中
一
丈
夫
，
従
容
守
義
遂
捐
躯
（
女
々
し
い
者
ば
か
り

の
軍
隊
の
中
の
一
人
前
の
男
、
悠
然
と
落
ち
着
い
て
義
を
貫
き
身
を
投
げ
出
し
た
）
）
18
（

」
と
記
し
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
小
室
屈
山
は
「
威

海
勝
」
で
「
丁
將
即
是
満
中
傑
、
以
身
殉
国
不
瀆
節
、
自
謂
今
日
臣
事
終
、
從
容
服
鴉
死
如
何
潔
、
滔
滔
豚
犬
潔
不
足
言
、
纔
有
斯
人
可

為
烈
（
丁
汝
昌
は
満
州
族
の
中
の
英
傑
、
国
の
為
に
身
を
殉
じ
て
節
義
を
守
っ
た
。「
臣
の
事
終
わ
る
」
と
自
ら
に
言
い
、
ア
ヘ
ン
を
服

用
し
て
落
ち
着
い
て
死
を
遂
げ
た
こ
と
、
何
と
高
潔
で
あ
る
こ
と
か
。
そ
の
ほ
か
の
無
数
の
豚
や
犬
ど
も
の
こ
と
を
わ
ざ
わ
ざ
言
う
必
要

は
な
い
、
こ
の
人
だ
け
が
素
晴
ら
し
く
勇
敢
で
あ
る
）
）
19
（

」
と
清
の
他
の
軍
人
を
犬
や
豚
に
喩
え
る
ま
で
軽
蔑
し
て
い
る
。
ま
た
三
島
中
洲

も
「
讀
戰
報
、
得
雜
吟
十
絕
・
其
五
」
で
丁
汝
昌
を
誉
め
な
が
ら
清
軍
を
軽
蔑
す
る
。
彼
は
「
自
知
窘
迫
力
難
支
、
寧
殺
一
身
生
衆
師
、

誰
料
怯
懦
清
虜
裏
、
有
斯
似
日
本
男
児
（
事
態
は
切
迫
し
て
力
は
支
え
き
れ
な
い
と
知
っ
て
お
り
、（
死
ぬ
ま
で
戦
う
よ
り
）
む
し
ろ
自

分
の
命
を
棄
て
兵
卒
の
命
を
助
け
る
。
誰
が
想
像
で
き
た
だ
ろ
う
、
清
の
卑
怯
な
奴
ら
の
中
に
、
日
本
男
子
に
似
る
人
が
い
た
こ
と
を
）
）
20
（

」

と
丁
汝
昌
を
他
の
清
軍
に
対
比
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
丁
汝
昌
（
と
同
時
に
殉
死
し
た
劉
歩
蟾
と
張
文
宣
）
の
み
は
清
の
人
物
で

あ
り
な
が
ら
日
本
の
敵
愾
心
や
軽
蔑
の
対
象
と
な
る
こ
と
か
ら
免
れ
て
い
る
。

そ
し
て
森
槐
南
は
、
結
び
の
四
句
「
劉
公
祠
下
濤
嗚
唈
、
月
黑
水
犀
吞
恨
入
、
他
時
祭
爾
環
翠
楼
、
四
山
風
雨
魂
夜
泣
」
で
丁
汝
昌
の

自
害
の
舞
台
と
な
っ
た
劉
公
島
に
想
い
を
馳
せ
る
。
祠
の
あ
る
崖
の
下
に
立
つ
波
、
月
の
な
い
夜
に
よ
っ
て
こ
の
悲
劇
に
ふ
さ
わ
し
く
、

寂
し
さ
、
侘
し
さ
に
満
ち
た
世
界
を
描
い
て
い
る
。
宮
島
栗
香
の
「
吊
丁
禹
廷
提
督
」
で
は
「
凍
月
無
光
威
海
滅
、
劉
公
島
上
葬
忠
魂

（
寒
い
夜
の
月
は
光
を
失
い
、
威
海
衛
は
敗
れ
た
、
劉
公
島
の
上
に
忠
義
を
尽
く
し
た
霊
魂
が
葬
ら
れ
る
）
）
21
（

」
と
記
さ
れ
、
毛
受
緑
軒
の

「
征
清
雑
詩
」
で
は
「
劉
公
祠
畔
空
残
塁
、
身
世
我
憐
丁
禹
廷
」（
劉
公
島
の
祠
の
傍
ら
に
無
人
の
と
り
で
は
残
っ
て
い
る
、
一
生
の
苦
難

を
送
っ
た
丁
汝
昌
に
同
情
す
る
）
）
22
（

」
と
類
似
し
た
劉
公
島
の
描
写
が
多
く
み
ら
れ
る
。
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以
上
の
よ
う
に
、
丁
汝
昌
の
追
悼
を
主
題
と
し
た
漢
詩
に
は
、
降
伏
・
自
害
に
対
す
る
評
価
、
丁
汝
昌
の
英
雄
視
と
神
格
化
、
そ
し
て

鎮
魂
の
祈
り
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
オ
ラ
イ
リ
ー
が
指
摘
し
た
「
強
敵
の
レ
ト
リ
ッ
ク
」
と
は
異
な
る
、
清
ら
か
で
真
心
の
こ

も
っ
た
弔
い
で
は
な
か
ろ
う
か
。

四
、
終
わ
り
に

日
本
の
漢
詩
壇
は
丁
汝
昌
の
劇
的
な
降
伏
や
自
害
に
最
大
級
の
関
心
を
寄
せ
た
。
森
槐
南
の
七
言
古
詩
を
き
っ
か
け
に
、
多
く
の
漢
詩

人
は
丁
汝
昌
を
悼
む
作
品
を
『
日
清
戦
争
実
記
』
に
投
稿
し
た
。
彼
ら
は
岳
飛
、
文
天
祥
の
よ
う
に
正
義
を
尽
く
し
て
国
の
為
に
殉
じ
た

愛
国
英
雄
丁
汝
昌
像
を
作
り
出
し
て
い
る
。
丁
汝
昌
と
対
照
的
に
彼
以
外
の
清
の
軍
人
は
否
定
的
に
描
写
さ
れ
、
軽
蔑
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も

少
な
く
な
い
。
丁
汝
昌
の
英
雄
視
・
神
格
化
は
日
本
軍
を
よ
く
見
せ
る
「
修
辞
的
技
法
」
だ
と
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
。
だ
が
、
そ
の
よ

う
に
考
え
る
の
は
適
当
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
日
本
の
漢
詩
壇
と
清
の
文
人
と
の
交
流
は
深
く
、
丁
汝
昌
が
訪
日
し
た
と
き
に
も
勝
海
舟
、

依
田
学
海
、
宮
島
栗
香
な
ど
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SUMMARY

�e Portrayal of Ding Ruchang’s Surrender and Suicide by Japanese 
Kanshi Poets during the Sino-Japanese War of 1894-1895:

With a Special Focus on Mori Kainan and Katsu Kaishū

�om Van Dam

Ding Ruchang’s dramatic suicide by opium ingestion upon his defeat at the 
end of the Sino-Japanese War of 1894-1895 widely captured the Japanese public’s 
imagination. Newspapers and magazines all scrambled to extoll the virtues of 
this tragic hero, who, according to them, showed great virtue in surrendering to 
his save his soldiers and by committing suicide to preserve his honor.  During 
the Meiji period there was still a signi�cant community of practitioners of kan-
shi, as the genre of classical Chinese poetry is called in Japan. Led by several 
professional poets, they rallied behind their country’s war e�ort and produced 
a large number of war poems, portraying the battles of the war, praising their 
heroes and condemning their enemies. The kanshi community also wrote a 
great number of poems about Ding Ruchang a�er his suicide. �ese poems were 
included in newspapers and wartime magazines, the most comprehensive of 
them being gazine Nisshin Senso Jikki, or the “True Record of the Sino-Japanese 
War.” This paper looks at the way Ding’s suicide is portrayed in these poems, 
providing full translations of the two poems of prominent kanshi poet Mori Ka-
inan and naval expert and longtime war hero Katsu Kaishu, as well citing other 
poems from the Nisshin Senso Jikki. �is paper attempts to show that the kanshi 
community has heartfelt sympathy for Ding Ruchang, because his surrender and 
suicide remind them of the virtues extolled by ancient Chinese folk heroes such 
as Yue Fei and Wen Tianxiang, in addition to the warm personal relations many 
of them shared with Ding Ruchang in private capacity.
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